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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【年通号数】公開・登録公報2020-001
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【国際特許分類】
   Ｂ４１Ｊ   2/447    (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  15/04     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  15/00     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/45     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  33/00     (2010.01)
   Ｇ０３Ｆ   7/20     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  21/14     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ４１Ｊ    2/447    １０１Ｂ
   Ｇ０３Ｇ   15/04     　　　　
   Ｇ０３Ｇ   15/00     ３０３　
   Ｂ４１Ｊ    2/45     　　　　
   Ｂ４１Ｊ    2/447    １０１Ｅ
   Ｈ０１Ｌ   33/00     　　　Ｊ
   Ｇ０３Ｆ    7/20     ５０１　
   Ｇ０３Ｇ   21/14     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和3年6月24日(2021.6.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　回転駆動される感光体と、前記感光体の回転方向と交差する交差方向に配列され前記感
光体を露光する複数の発光素子と、前記複数の発光素子を駆動する駆動部と、を有する露
光ヘッドと、を備え、前記交差方向における前記複数の発光素子の配列間隔に対応する解
像度の画像を形成する画像形成装置であって、
　クロック信号を生成するクロック信号生成手段と、
　前記クロック信号に同期して画像データを前記駆動部に出力する出力手段と、
　前記回転方向の解像度に対応する１ライン分の周期信号であるライン信号を生成するラ
イン信号生成手段と、
　前記解像度で出力する画像の前記回転方向における倍率に応じて前記クロック信号のク
ロック周期及び前記ライン信号のライン周期を制御する制御手段と、を備え、
　前記倍率が第１の倍率である場合、前記クロック信号生成手段は前記クロック信号を第
１のクロック周期で生成し且つ前記ライン信号生成手段は前記ライン信号を第１のライン
周期で生成し、
　前記倍率が前記第１の倍率よりも大きい第２の倍率である場合、前記クロック信号生成
手段は前記クロック信号を前記第１のクロック周期よりも長い第２のクロック周期で生成
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し且つ前記ライン信号生成手段は前記ライン信号を前記第１のライン周期よりも長い第２
のライン周期で生成し、
　前記倍率が前記第１の倍率よりも小さい第３の倍率である場合、前記クロック信号生成
手段は前記クロック信号を前記第１のクロック周期よりも短い第３のクロック周期で生成
し且つ前記ライン信号生成手段は前記ライン信号を前記第１のライン周期よりも短い第３
のライン周期で生成する、ことを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　前記複数の発光素子を駆動するための駆動電圧を出力する駆動手段を備え、
　前記駆動手段は、前記倍率に応じて前記駆動電圧を設定することにより前記発光素子の
光量を制御することを特徴とする請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項３】
　前記駆動手段は、前記倍率を前記第１の倍率から前記第２の倍率に拡大させる場合には
前記駆動電圧を、前記第１の倍率で画像を出力する場合の駆動電圧である第１の駆動電圧
よりも高い第２の駆動電圧とし、前記倍率を前記第１の倍率から前記第３の倍率に縮小さ
せる場合には前記駆動電圧を、前記第１の駆動電圧よりも低い第３の駆動電圧とすること
を特徴とする請求項２に記載の画像形成装置。
【請求項４】
　前記複数の発光素子は、前記解像度に相当する間隔で前記交差方向に沿って配列されて
いることを特徴とする請求項１から請求項３のいずれか１項に記載の画像形成装置。
【請求項５】
　前記出力手段は、前記複数の発光素子の配列間隔に対応する解像度よりも高い解像度の
画像データを前記複数の発光素子の配列間隔に対応する解像度に変換する変換手段を有す
ることを特徴とする請求項４に記載の画像形成装置。
【請求項６】
　前記制御手段は、前記回転方向の倍率をＮ倍とする倍率補正を行う場合に、前記クロッ
ク信号生成手段により生成される前記クロック信号のクロック周期と前記ライン信号生成
手段により生成される前記ライン信号のライン周期をそれぞれ１／Ｎ倍に補正することを
特徴とする請求項１から請求項５のいずれか１項に記載の画像形成装置。
【請求項７】
　前記ライン信号のライン周期は、前記クロック信号のクロック周期の整数倍であること
を特徴とする請求項１から請求項６のいずれか１項に記載の画像形成装置。
【請求項８】
　各ラインにおける前記クロック信号のクロック数は、出力する画像の前記回転方向にお
ける倍率に関わらず一定であることを特徴とする請求項１から請求項７のいずれか１項に
記載の画像形成装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　（１）回転駆動される感光体と、前記感光体の回転方向と交差する交差方向に配列され
前記感光体を露光する複数の発光素子と、前記複数の発光素子を駆動する駆動部と、を有
する露光ヘッドと、を備え、前記交差方向における前記複数の発光素子の配列間隔に対応
する解像度の画像を形成する画像形成装置であって、クロック信号を生成するクロック信
号生成手段と、前記クロック信号に同期して画像データを前記駆動部に出力する出力手段
と、前記回転方向の解像度に対応する１ライン分の周期信号であるライン信号を生成する
ライン信号生成手段と、前記解像度で出力する画像の前記回転方向における倍率に応じて
前記クロック信号のクロック周期及び前記ライン信号のライン周期を制御する制御手段と
、を備え、前記倍率が第１の倍率である場合、前記クロック信号生成手段は前記クロック
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信号を第１のクロック周期で生成し且つ前記ライン信号生成手段は前記ライン信号を第１
のライン周期で生成し、前記倍率が前記第１の倍率よりも大きい第２の倍率である場合、
前記クロック信号生成手段は前記クロック信号を前記第１のクロック周期よりも長い第２
のクロック周期で生成し且つ前記ライン信号生成手段は前記ライン信号を前記第１のライ
ン周期よりも長い第２のライン周期で生成し、前記倍率が前記第１の倍率よりも小さい第
３の倍率である場合、前記クロック信号生成手段は前記クロック信号を前記第１のクロッ
ク周期よりも短い第３のクロック周期で生成し且つ前記ライン信号生成手段は前記ライン
信号を前記第１のライン周期よりも短い第３のライン周期で生成する、ことを特徴とする
画像形成装置。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
　（同期信号生成部）
　第２の生成手段（ライン信号生成手段）である同期信号生成部４０６は、感光ドラム１
０２の回転速度に同期した信号で、感光ドラム１０２の回転方向における出力画像の解像
度の１ライン分に対応する周期信号（以下、Ｌｉｎｅ同期信号という）を生成する。ＣＰ
Ｕ４００は、同期信号生成部４０６にＬｉｎｅ同期信号の周期、すなわち予め定められた
感光ドラム１０２の回転速度に対して、感光ドラム１０２表面が回転方向（副走査方向）
に２４００ｄｐｉの画素サイズ（約１０．５μｍ）移動する時間を指示する。例えば、副
走査方向に２００ｍｍ／秒の速度で印刷する場合には、ＣＰＵ４００は、Ｌｉｎｅ同期信
号の周期（副走査方向１ライン分の周期）を約５２．９μｓ（≒（２５．４ｍｍ／２４０
０ドット）／２００ｍｍ）として、同期信号生成部４０６に指示する。画像形成装置が感
光ドラム１０２の回転速度を検知する検知部（例えば感光ドラムの回転軸に設置したエン
コーダ）を有している場合は、ＣＰＵ４００は、検知部の結果（エンコーダが出力する信
号の発生周期）に基づいて、副走査方向の感光ドラム１０２の回転速度を算出し、当該算
出結果に基づいてＬｉｎｅ同期信号の周期を決定する。一方、感光ドラム１０２の回転速
度を検知する検知部を有していない場合、ＣＰＵ４００は、ユーザが操作部から入力する
シートの坪量（ｇ／ｃｍ２）やシートサイズなどの紙の種類の情報に基づいて、Ｌｉｎｅ
同期信号の周期を決定する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
　（クロック生成部）
　第１の生成手段（クロック信号生成手段）であるクロック生成部４２２は、ＲＯＭ４２
１に格納されている副走査方向の倍率を補正するための補正値（以下、副走査倍率補正値
という）に基づき、データ送信部４０５へ送信するクロック信号の周期（周波数）を作像
開始前に決定する。図５に副走査倍率補正値に基づき生成されるクロック信号とＬｉｎｅ
同期信号との関係を示す。図５には、クロック信号の波形と、クロック信号に基づき生成
されるＬｉｎｅ周期信号と画像データ（Ｄ０、Ｄ１、…等）をそれぞれ示し、横軸はいず
れも時間を示す。図５（ａ）は副走査方向の倍率補正を行わない場合、図５（ｂ）は副走
査方向の倍率を拡大する場合、図５（ｃ）は副走査方向の倍率を縮小する場合をそれぞれ
示している。副走査方向の倍率補正を行わない場合のクロック周期ｄｃｌｋ（Ｔｎ＿ｃｌ
ｋ）を基準の周期とすると、副走査方向の倍率を拡大する場合の第１の周期であるクロッ
ク周期ｄｃｌｋ（Ｔｍ＿ｃｌｋ）は長くなる。一方、副走査方向の倍率を縮小する場合の



(4) JP 2020-1240 A5 2021.8.5

第２の周期であるクロック周期ｄｃｌｋ（Ｔｒ＿ｃｌｋ）は短くなる。クロック周期ｄｃ
ｌｋの１パルスの出力（例えば、Ｄ０）は、ＰＷＭデータの１ブロック（「０」ｏｒ「１
」）に相当する。
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